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報道関係各位 

日本・イスラエル・パレスチナ学生会議（JIPSC） 

 
「第5回 日本・イスラエル・パレスチナ合同学生会議」 

開催に関する記者会見のお知らせ 
 

日本・イスラエル・パレスチナ学生会議（以下JIPSC：代表 松本 真実）は、2007年8月11

日（土）から8月28日（火）の期間、「第5回日本・イスラエル・パレスチナ合同学生会議」（以

下合同学生会議）を開催いたします。合同学生会議は交流の機会の乏しいイスラエルとパレスチ

ナから両地域の学生を数名招致し、日本・イスラエル・パレスチナ人学生間の相互理解と信頼醸

成、日本社会における同問題の関心の喚起を目的に開催されます。 

 長岡市滞在中には、市内において長岡市民の方々を対象に交流会を催し、イスラエル人・パレ

スチナ人学生との交流の機会を設ける予定です。交流会は8月14日（火）の14時から16時半に

かけて、長岡市市民センター１階「地球広場」にて行う予定です。同交流会は「近づいてみよう！

イスラエル・パレスチナの日常」と題し、イスラエル人・パレスチナ人学生の生の声をお伝えす

るとともに、イスラエル人・パレスチナ人学生も長岡戦災資料館も訪問し、交流会参加の方と、

相互にそれぞれの地域の歴史・現状の理解と共有を図ります。 

 長岡市では、8月11日から18日にかけて同市山古志地区に滞在いたします。山古志地区は2004

年の合同学生会議開催時の滞在地でしたが、同年の新潟県中越地震以降、滞在を見合わせており

ました。合同学生会議は、長岡市の他にも長野市（長野県）や東京都にて開かれます。 

JIPSCは 6月中旬以降のパレスチナ情勢の変動に伴い、ガザ地区からのパレスチナ人学生の招

致を断念しました。ついては、合同学生会議の概要ならびに参加学生の詳細に関してご説明申し

上げますので、記者会見にお越しくださいますようお願いいたします。 

 

＜日時＞ 平成19年8月10日（金）14：00より 

＜場所＞ 長岡市役所本庁舎内 長岡市記者クラブ室 

 

＜JIPSC団体概要＞ 

 JIPSCは、2003年、東京都内の大学生を中心に設立されました。以降毎年夏期に「日本・イス

ラエル・パレスチナ合同学生会議」を開催し、今年で第5回目をむかえるに至りました。昨年は

中東情勢が緊迫するなか、第4回合同学生会議を開催。情勢が不安定な時だからこそ、対話と交

流を行うことが必要だと考え活動を継続しています。団体ホームページhttp://www.jipsc.org/ 

 

＜合同学生会議に関する報道関係各位からのお問い合わせ先＞ 
E-mail：media@jipsc.org （広報担当：関口玲美 お茶の水女子大学 2年） 


